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新
年
度
を
迎
え
．

理
事
長

野
　
村
　
　
寛

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
と

い
う
大

変
な
状
況

の
中
で
令
和
２
年
度
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
福
栄
会
と

し
て
、
様

々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

一
、
開
設
３０
周
年
を
迎
え
て

平
成
２
年

に
本
部
施
設
を
開
設
し
て
か
ら

３０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
設
時
に
は
本
部
施

設
１
箇
所

の
み
で
あ

っ
た
福
栄
会
も
、
そ

の

後
、
大
崎
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
か
が

や
き
園
、
家
庭
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
、
か
も

め
工
房
な
ど
事
業
を
拡
大
し
大
き
く
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
発
展
し
て
き
た

の
も
、
品
川
区
を
は
じ
め
、
地
元
町
会
、
関

係
団
体

の
力
強

い
ご
支
援
が
あ

っ
た
れ
ば
こ

そ
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ｃ

こ
の
３０
年
は
社
会
福
祉

の
世
界
で
大
き
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ

っ

て
も
福
栄
会
は

一
冠
し
て
、

「
利
用
者
を
中

心
と
し
た
施
設
運
営
」

「
地
域
福
祉
事
業
と

の

一
体
化
」
と

い
う
基
本
理
念

の
も
と
に
運

営
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
複
雑
、
多
様

化
す
る

ニ
ー
ズ

の
変
化
に
即
応
し
、
地
域
に

根
差
し
地
域
に
開
か
れ
た
福
祉
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

福
栄
会
は
高
齢
者
施
設
を
含
む
総
合
施
設

で
あ
り
高
齢
者
施
設
に
感
染
が
及
ん
だ
場
合

の
危
険
性
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国

の
示
す
指
針
は
も
と
よ
り
、
福
栄
会
と
し
て

も
様

々
な
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
感
染
防
止

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

幸

い
に
し
て
福
栄
会

で
は
今

の
と
こ
ろ
感

染
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
終
息
ま
で

に
は
最
低
１
年
は
か
か
る
と

の
話
も
あ
り
、

長
丁
場

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
気

を
緩

め
ず

に
万
全

の
注
意
を

払

っ
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
な
利
用
者

の
生

命
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

三
、
東
品
川
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
の開

設
に
向
け
て

品
川
区
が
新
た
に
設
置
す
る
東
品
川
ゆ
う

ゆ
う
プ
ラ
ザ
を
福
栄
会
が
受
託
す
る
こ
と
と

な
り
、
９
月
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
東
品
川
ゆ
う

ゆ
う
プ

ラ
ザ
は
東
品
川
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
新
た
に
高
齢
者

多
世
代
交
流
支
援
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
も

の
で
、
事
業
内
容
と
し
て
は
介
護
予
防

事
業
と
し
て
の
地
域

ミ

ニ
デ
イ
や
定
期
的
な

多
世
代
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様

々
な
事
業
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

四
、
利
用
者
、
職
員
共
に
快
適
な
施
設
に

福
栄
会
の
本
部
施
設
も
築
３０
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。
今
回
の
大

規
模
修
繕

で
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
、
照

明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
浴
槽

の

交
換
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

利
用
者

の
安
全
と
職
員

の
負
担
軽
減
を
目
指

し
、
ベ
ッ
ト

の
全
面
交
換
、
自
走
式
リ
フ
ト

や
天
丼
走
行

リ
フ
ト
の
導
入
な
ど
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
天
丼
走
行
リ

フ
ト
の

計
画
的
導
入
を
進
め
る
な
ど
、
利
用
者
と
職

員
が
共
に
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
福

栄
会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

0
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
に
お
い
て
、
一

令
和
元
年
１２
月
以
降
、
原
因
不
明
の
肺
炎
の
発

生
が
複
数
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
１
月
に
入
り
、
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
よ
り
、
原
因
病
原
体
が
新
種
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（以
下
、
新
型

コ
ロ
ナ
）
で
あ

る
可
能
性
が
高

い
と
の
声
明
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
月
１６
日
に
は
、
厚
生
労
働
省
よ
り
武
漢

市
か
ら
の
帰
国
者
に
国
内
初
の
感
染
を
確
認
し

た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
入
国

者
等
か
ら
の
ヒ
ト

・
ヒ
ト
感
染
が
疑
わ
れ
る
症

例
が
複
数
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
重
症
者

や
死
亡
者
が
出
る
な
ど
、
国
内
で
の
感
染
の
広

が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

米
国
や
欧
州
各
国
な
ど
で
も
多
数
の
感
染
者
が

発
生
す
る
状
況
と
な
り
、
人
国
制
限
や
都
市
封

鎖
な
ど
国
際
的
な
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
感
染
経
路
を
特
定
し
対
策
を
と
る
こ

と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
が
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
感
染
経
路
が
特
定
で
き
な
い
症
例
が
出

て
き
た
こ
と
、
感
染
し
て
い
て
も
症
状
が
現
れ

な
い
人
も
あ
る
な
ど
、
感
染

へ
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
下
旬
頃
よ
り
、
国
内
の
感
染
者
が
増
え

だ
し
た
こ
と
か
ら
、
４
月
７
日
、
国
か
ら
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
緊
急
事
態
官
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
の
大

都
市
を
始
め
、
全
国
的
に
外
出
や
移
動
の
自
粛
、

商
業
施
設
な
ど

へ
の
休
業
要
請
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
３０
日
現
在
、
新
型

コ

ロ
ナ
の
累
計
感
染
者
数
は
、
世
界
で
は
３
０
０

万
人
を
、
国
内
で
は
１
４
，
０
０
０
人
を
超
え

る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場
合
、
高
齢
者
と

基
礎
疾
患
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
肺
炎
な
ど
が

重
症
化
し
や
す

い
と
の
こ
と
か
ら
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
の
介
護
施
設
や
障
害
者
福
祉
施

設
を
運
営
す
る
当
法
人
に
お
い
て
も
、
ウ
イ
ル

ス
を
持
ち
込
ま
な
い
、
拡
げ
な
い
こ
と
に
留
意

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
各
施
設
等
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

省
が
示
す
感
染
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
い

て
、
職
員
の
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
や
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
の
励
行
、
手
す
り
等

多
数
の
人
が
接
触
す
る
部
分
の
定
期
消
毒
、
居

室
等

の
換
気
の
励
行
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

職
員
や
利
用
者
の
体
温
計
測
に
よ
る
発
熱
等

の

健
康
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
、
入
所
者

へ
の
緊
急
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
く
面
会
中
止
な
ど
、
で

き
る
限
り
の
感
染
症
予
防
と
拡
大
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

福

栄

会

ま

つ
り

は

中

止

に

毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
福
栄
会
ま
つ

り
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
今
回
は
中
止
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
ミ
ニ
サ
ロ
ン
、
ミ
ニ
デ

イ
、
子
ど
も
食
堂
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
実
習
生

の
受
入
れ
、
町
内
祭
礼
の
来
訪
な
ど
を
中
止
す

る
と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉
施
設
で
は
通
所

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
自
粛
を
促
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
日
常
生
活
を
始
め
、

学
校
や
社
会

。
経
済
活
動
な
ど
様
々
な
分
野
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

「
人
に
は
感
染
さ
せ
な
い
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
た
行
動
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

（仁
平
）

0
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福
栄
会
　
新
制
服
の
ご
紹
介

職
員
よ
り

「
制
服
を

一
新
し
た
い
」
と

い
う

希
望
が
あ
り
、
創
立
３０
周
年
記
念
事
業
の

一
つ

と
し
て
新
制
服
の
選
定
を
行

い
ま
し
た
。

基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
に
紺
色

の
ス
ト
レ
ツ
チ
パ
ン
ツ
に
な
り

ま
し
た
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
、
ピ

ン
ク
と
グ
レ
ー

の
２
色
。
そ
の
日
の
業
務
に
合
わ
せ
て
選
択
で

き
ま
す
。

上
着
は
気

や
す
く

て
、
温
か

い
グ
レ
ー
の

ジ

ツ
プ
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
準
備
し
ま
し
た
。

入
浴
介
助
や
公
園
清
掃
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作

業
時
に
必
要
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
速
乾
性
の
高

い

素
材
の
も
の
を
選

び
、
さ
わ
や
か
な

サ

ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
決

定
し
ま
し
た
。

新
し
い
制
服
に

よ
り
気
分

一
新
、

令
和
２
年
度
、

３０

周
年

の
節
目
の

一

年
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
　

（塚
本
）

２
月
７
～
８
日
東
海
中
学
校
８
年
生
の
生
徒

さ
ん
７
名
が
進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
、
福
栄

会
に
来
園
さ
れ
、
東
海
ホ
ー
ム
、
晴
楓
ホ
ー
ム
、

東
品
川
Ｓ
Ｃ
、
し
い
の
き
学
園
に
分
か
れ
て
福

祉
施
設
の
職
場
体
験
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

晴
楓
ホ
ー
ム
で
体
験
さ
れ
た
学
生
さ
ん
は
、

車
椅
子
の
体
験
学
習
、
お
や
つ
の
準
備
や
お
掃
除
、

利
用
者
さ
ん
と
の
清
拭
巻
き
等
を
積
極
的
に
体

験
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
や
職
員
に
対
し
て
も
礼

儀
や
言
葉
遣
い
も
丁
寧
で
感
心
し
ま
し
た
。

後
日
、
生
徒
さ
ん
か
ら

「仕
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
大
変
だ
け
れ
ど
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

に
感
じ
ま
し
た
」
と
体
験
の
お
礼
状
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
１
月
に
は
７
年
生
の
生
徒
さ

ん
の
職
場
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年
の
職
場

体
験
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
　

（吉
原
）

２
月
３
日

（月
）
、
今
年
も
福
栄
会
の
各
事

業
所
に
赤
鬼

・
青
鬼
が
現
れ
ま
し
た
。

各
事
業
所
の
年
男

。
年
女
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
梓
を
着
て
、
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
間
を
歩
き
回
る
鬼
達
に

「鬼
は
外
」
の
掛
け
声
か
ら
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

今
年
の
鬼
も
し
ぶ
と
く
、
な
か
な
か
倒
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
は
、
参
加
者

一
九
と
な

り

「鬼
は
外

。
福
は
内
」
と
豆
を

一
斉
に
投
げ

る
と
、
鬼
を
退
治
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
無
病
息
災
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
毎
日

を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…
　
　
　
　
（吉
原
）

新制服を着用 した福栄会職員

車椅子体験

東品川 SCで 自己紹介

廊下で赤鬼・>
青鬼と遭遇

◎

節

分

‐ ゝ  ‐

ヽ

くデイサービス
でも大暴れ

東
海
中
学
校
８
年
生
の

職
場
体
験
報
告

0

蝙
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今
春
、
福
栄
会
で
は
、
満
開
の
桜
が
咲
き
誇

る
中
、
新
し
い
制
服
を
身
に
付
け
た
１９
名
の
新

規
採
用
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
研
修
前

の
検
温
や
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
及
び
窓
開

け
等
で
換
気
を
行
う
な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を

実
施
し
た
上
、
３
月
２４
日

（火
）
か
ら
３１
日

（火
）

の
期
間
で
新
任
採
用
時
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
ｃ全

体
研
修
で
は
、
法
人
の
運
営
方
針
や
高
齢

者
福
祉
部

・
障
害
者
福
祉
部

・
児
童
福
祉
部
の

事
業
概
要
の
説
明
、
虐
待
防
止

・
情
報
保
護
規

程
等
に
つ
い
て
の
講
義
や
外
部
講
師
を
招

い
て

の
ビ

ジ

ネ

ス

マ

ナ
ー
及
び
人
権
に

つ
い
て
学
び
ま
し

た
。ま

た
、
防
火
実

務

者

講

習

会

で

は
、
火
災
時

の
避

難
方
法

や
非
常
通

報
設
備

の
操
作
な

ど
を
職
員
同
士
で

協
力
し
な
が
ら
体

験
し
ま
し
た
。
研
修
後
半

の
部
署
別
研
修

で

は
、
各
自
配
属
先
に
分
か
れ
、
先
輩
職
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
実
践
的
な
介
護
や
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

４
月
１
日

（月
）
野
村
理
事
長
か
ら

一
人
ひ

と
り
辞
令
交
付
を
受
け
、

「
健
康

に
注
意
し

て
、
目
の
前
の
仕
事
を
丁
寧
に
行

い
、　
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
先
輩
職
員
に
相
談
し
な
が
ら
仕

事
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。
」
と

の
言
葉
を
頂

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
先
に
向
か
い
ま
し
た
。

ご
利
用
者

・
ご
家
族
の
皆
様
に
も
応
援

い
た

だ
き
、
皆
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る
よ
う
、　
一
人

前
の
職
員
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
、
よ

ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
　

　

　

（和
泉
）

去
る
２
月
１９
日

（火
）

に
、
令
和
元
年
度
の
品
川

福
祉
保
健
従
事
者
実
践

・

研
究
発
表
会
が
、
品
川
区

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
区
内
の
福
祉

保
健
従
事
者
の
方
々
か
ら
、

職
場
で
の
日
頃
の
取
組
み

や
成
果
の
発
表
が
あ
り
、
晴
楓
ホ
ー
ム
は

「抱

え
な
い
介
護
の
実
践
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
ｃ当

ホ
ー
ム
で
は
、
利
用
者
さ
ん
の
重
度
化
に

伴

い
、
介
護
職
員
に
腰
痛
が
発
生
す
る
こ
と
が

一
時
頻
回
と
な
り
、
居
室
や
浴
室
で
の
移
動
に

は
、
リ
フ
ト
機
器
を
導
入
し
、
ベ
ッ
ト
上
で
は
、

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
等
を
導
入
し
ま
し
た
。

発
表
で
は
、
Ｃ
腰
痛
職
員
や
利
用
者
さ
ん
の

移
動
時
に
発
生
す
る
打
撲
痣
が
減

っ
た
こ
と
②

職
員
の
更
な
る
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
、
リ
フ

ト
操
作
研
修
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
Ｃ
福
祉
職

を
目
指
す
実
習
生
は
、
リ
フ
ト
機
器
導
入

へ
の

関
心
が
高
く
、
採
用
に
繋
が

っ
て
い
る
等
の
効

果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
利
用
者
さ
ん
及
び
職
員
に
と

っ
て

快
適
な
施
設
作
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（吉
原
）

品
川
福
祉
保
健
従
事
者

実
践

ｏ
研
究
発
表
会

0

し
童
蓼
馨

′
―
）
一
■
′
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華
一駆
眉
油
入
入
事
往
寒
　
響

令
和
２
年
度
の
幹
部
職
員
配
置
が
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。

（４
月
１
日
付
）

□
就
任
職
員

（部
長
級
）

仁
平
　
　
悟

（事
務
部
長
）

金
子
　
正
博

（児
童
福
祉
部
長
兼
務
）

□
退
任

・
退
職
職
員

（部
長
級
）

平
澤
　
　
治

（事
務
部
長
）

□
昇
任
職
員

（課
長
級
）

（５
月
１
日
付
）

伊
藤
　
賢

一

（東
品
川
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
）

（和
泉
）

微
　
　
　
　
　
難．．僣

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

◎
Ｆ
Ｃ
東
京
様

▽
障
害
者
福
祉
施
設

▽
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ケ
ッ
ト
。

◎
株
式
会
社
ア
リ
ミ
ノ
様

▽
法
人

へ

▽
ミ
ン
ト
シ
ャ
ン
プ
１
　
４
０
８
本

▽
ミ
ン
ト

マ
ス
ク
　
　
　
４
０
８
本

◎
今
井
久
子
様

・
山
下
幸
太
郎
様

▽
法
人

へ

▽
折
り
た
た
み
自
転
車
　
１
台

▽
電
動
芝
刈
り
機
　
　
　
１
台

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
福
栄
会
の
各

施
設
も
予
防
対
策
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
も

塞
ぎ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
職
員
は
、
日
角
を
あ
げ
て

利
用
者
さ
ん
と
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
笑
い
声
が

フ
ロ
ア
ー
に
響
く
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
か

体
調
に
留
意
さ
れ
、お
過
ご
し
く
だ
さ
い
っ
　

（古
原
）

圧

運
営
方
針

１
．
利
用
者
を
中
心
と
し
た
施
設
運
営

２
．
地
域
福
祉
事
業
と
の

一
体
化

３
．
総
合
施
設
と
し
て
の
機
能
の
発
揮

医

サ
ー
ビ
ス
方
針

１
．
「自
立
の
援
助
」
と

「相
互
援
助
」

２
．
専
門
的

・
科
学
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

福
栄
会
総
合
情
報
誌

（年
３
回
発
行
）

「ふ
く
え
い
だ
よ
り
」第

２
０
２
０
年

（令
和
２
年
）
６
月
１
日
発
行

編
集
人
　
―

‐　
士
口
原
　
伸

一

発
行
人
　
―

‐　
野
村
　
　
寛

発
行
所
　
―

‐　
社
会
福
祉
法
人
　
福
栄
会

〒
１
４
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
２
品
川
区
東
品
川
３
１
１
１
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３

（５
４
７
９
）
２
９
８
１

（代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３

（５
４
７
９
）
２
９
４
３

88
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●高齢者福祉部施設一覧 ・…・………・…・…

☆晴楓ホーム (特別養護老人ホーム)

☆併設型短期入所生活介護 (シ ∃―トステイ)

☆東海本一ム (軽費老人ホームA型 )

☆東品川在宅サービスセンター

☆東品川在宅併設型認知症対応型通所介護

(ぽかぽか・なこみ)

☆東品川在宅介護支援センター

☆大山奇在宅サービスセンター

☆大崎在宅単独型認矢□症対応型通所介護

☆大崎在宅介護支援センター

☆五反田保育園ふれあいデイホーム

☆ヘルバーステーシヨン東品川

☆東品川わかくさ荘 (高齢者住宅)

L山 Li皿胆 』 塵 L血 直

☆第一しいのき学園 (障害福祉サービス事業 生活介護)

☆第二しいのき学園 (障害福祉サービス事業 就労継続支援B型 )

☆南品川むつみ園 (障害福祉サービス事業 生活介護)

☆西大井福祉園 (障害福祉サービス事業 生活介護・就労継続支援B型 )

☆西大井つばさの家 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)

☆グループホーム森前 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)

☆グループ木一ム金子山 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)

☆品川区東品川障害者相談支援センター (指定特定相談事業所)

☆品川区東品川障害者計画相談支援事業所 (指定特定相談事業所)

☆かがやき園 (障害者支援施設 施設入所支援 生活介護)

☆かもめ第一・第二 ・第三工房 (障害福祉サービス事業 就労継続支援B型 )

☆精神障害者地域生活支援センターたいむ

(地域生活支援事業 相談支援・地域活動支援センター)

☆家庭あんしんセンター (児童関連施設)

☆平塚ゆうゆうプラザ

(施設貸出・介護予防事業ほか・子育て支援・多世代交流)

0

福
栄
会
で
は
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
適
正
に
行
い
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
厳
正

に
管
理
い
た
し
ま
す
。

福諄錠会 爾繭縦― 冬 ※品川区からの運営委託施設を含む。

編

集

後

記

福
栄
会

基
本
方

針


